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教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	かだいないよう

	だい１かい
	【たんげん名】いくつあつめられるかな
【ページ】１２～１３ページ
【学しゅうのながれ】
１　１２ページを読んで、メモを書く学しゅうであるということをたしかめる。
２　１３ページの「石川さんのメモ」を読み、メモの書き方をたしかめる。
３　１２ページにもどり、友だちにつたえたいできごとを思い出して「たのしかったこと」、「うれしかったこと」、「おどろいたこと」、「がんばったこと」、「どきどきしたこと」に分けてノートにメモとして書く。
４　いくつメモを書くことができたかたしかめる。
５　どんなときにメモをつかうのかについて、自分の考えをノートに書く。

【学びのかくにん】
・一日のできごとを思い出して、「たのしかったこと」、「うれしかったこと」、「おどろいたこと」、「がんばったこと」、「どきどきしたこと」などに分けて、ノートにメモとして書く。

	だい２かい
だい３かい
だい４かい
だい５かい
	【単元名】お話を音読しよう「風の　ゆうびんやさん」（物語）
【ページ】１５～２５ページ
【学しゅうのながれ】
１　「風の　ゆうびんやさん」を声に出して読む。
２　分からないことばやかん字についてお家の人にたずねたり、国語じてんがあれば調べたりする。
３　「風の　ゆうびんやさん」に出てくる人ぶつを、出てくるじゅんにノートに書く。
４　「風の　ゆうびんやさん」がそれぞれの人ぶつにはいたつしたものをノートに書く。
５　「風の　ゆうびんやさん」から手紙などをうけとったあとで、それぞれの人ぶつがどんな気もちになったかを考え、なぜそう考えたのかもあわせてノートに書く。
　　※２３ページの男の子のイラストのふきだし（）に書いてあるように書いてみましょう。
　
６　「５」のかつどうで書いた気持ちがあらわれるように、それぞれの人ぶつの声を、声の大きさをくふうして音読する。

【学びのかくにん】
・２５ページの「ことばの力」のコーナーを読み、自分のおんどくでくふうしたことをたしかめる。



【保護者の方へ】
〇その日にやることや、できるようになったことについて、お子さんと一緒に確認をお願いします。
〇学習の取組で、よかった点や頑張った点をほめてください。
〇継続して取り組んでいることを認め、ほめ、励ましてください。
※もし、お子さんが困ったり、できなかったりした時は、丁寧なサポートをお願いします。

